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お稽完

私たちのまちの舎を知る

みどりや旬を楽しんでいる私だちの日ごろの暮らレと、いきもののつ

ながりを紹介し、武蔵野台地の一角で、長い時間をかけて箔（つちか｝われ

てきた目黒区の原恩景や、新しい風景のイメージを示レます。まだ、目

黒区のプロフィールと区民による生物多犠性に配慮レだ活動を紹介する

など、生物多様性を保全し、持続可能な利用をしていくうえでの現状と

課題を示します。
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2-1 自織に宵容れている私たちのーらし ｜

(1）みどり剖を楽レむ

春になると、私たちはサクラの関穏をI~＼待ちにします。咲き出し、一分咲き、二分咲き…．

満開を待ちきれすにたくさんの人々がサクラの名所に出かけます。お桔見はツツジ、フジ、

アジサイ、ハナショウブ、ハギ…と続き、紋が深まるころには、今度は赤や黄色に色づく木々

の葉の風情を楽しみます。

お稲見や紅葉狩りのほか、私たちはみどりの中に出かけてさまざまな活動を行い、気持ち

をリフレッシュさせて暮らレのうるおいを得ています。社寺や史跡を巡って、絵を錨いたり

俳句づくりや地域の歴史・風土の学びを楽しんだり、ジョギングなどのスポーツで汗をかい

てゆ患の健康を得ます。公園や学校では、港ち禁からの堆肥づくりや雑木綿桜の管理、ピオト

ープ※などの自黙を活かし廷環境学習や地慢のコミュニティづくりの取り組みが行われてい

ます。地鼠のお祭りち、四季折々のみどりの中で開催されています。春は目黒川、碑文谷公

園などでサクラのおm見のイベントが聞かれています。 9月の実りの季節には社寺の紋祭り

のほか、目黒のさんま祭※が開催され、落語「目黒のさんま※」ゆかりの食材サンマが気仙沼

市などの協力によって参加者に振舞われます。紋の文佑財ウィークには、旧前田家本邸※（駒

場公園。などを巡るイベントが聞かれています。

目黒＋五（とうご）庭楽や目黒天空庭園楽など施設の屋上に整備された公園等からは、広い空

やみどりと一体｛こなったまちなみを臨むことお合できます。

広い空の下の目黒天空庭園

碑文谷公園のポート
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写真みどりを楽レむ

目黒＋五底
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駒場公園｛和働

注1 「みどりJ 植物の緑だけではなく自然的環境を富む梅怠（目黒区みどりの基本計画内
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(2）旬に親レむ

私たちの毎日の暮らレち、春夏牧冬の季節や気候と切り離すことはできません。食卓に上

る食べ物には旬｛しゅん）があります。むかしの目黒は、春のタケノコ、夏の節成（t5＼しなり｝
きゅうりへまだ、目黒不動の甘藷｛かんレょ）祭※で有名なサツマイモなどの産地でちありま

レた。

まだ、かつて季節に応じ定農作織などを行う目安となった二十四節気※は今でも生活の中に

息づいていて、立春、啓蟹（けいちつ）、夏至、紋分などの歳時が現代に伝えられています（P.4）。

(3）いきものに出会う

ウグイスの初音滋を聞いた、ツバメが渡って来た、ツクシを見つけたなど、身近な揚所での

いきものの話題が区！こ寄せられます。住宅地の広がる目黒区は、日々の生活の中｛こ、いきも

のだちとのふれあいがあります。活動通学、買い物や散歩の途中に、ちょっと立ち広まって

空を見上げたり耳を澄ませば、あちらこちらにいきちのたちの気配を感じることができます。

目黒区が誕生して80年の聞にまちの環績は大きく変わりましたが、日常的にふれあうこ

とができるいきちのは、まだまだ身近iこ暮らレています。区制施行 80周年記議事業とレて

実施レた「みんなで選ぶめぐろのいきもの80選」では、子どもだちの未来に向けてまもり、

伝え、昭び戻しだいふるさとめぐろの80種の『身近ないきものJが選ばれています。

表 2-1 「みんなで遺1:5¥めぐろのいきもの80選Jで得票数の多かった上位8種のいきちの

｛全リストは附鷹資料－2(P.80）参照｝

順位 種名 選んだ理由｛倒）

1位 ヤモリ 現在すんでいる寧で見られるから、後世に名つなげられたらよいと思う

2位 メダカ 身近にどこにでもいてほしい生きちのたちが、これからも目黒で見られることを撮っている

3位 ヒキガエル 我家に生息しているので、このまま生息し続けてほしい

4位 ソメイヨシノ 目黒川沿いのサクラは区民として誇れる財産

5位 アマガエル 自分の子どちのころにはよく見かけたのに、最近はあまり見かけなくなった

6位 スズメ スズメなどどこにでもいそうな婦が減少しているといわれています．そういった身近ないき

ものが穴切だと患いました

ア位 ツパメ 長年見つづけて、ゆをいやされています．孫たちIこち見つづけてほしい

8位 シジュウカラ 区の烏だから、男まもりたい

害真ペスト8（左から順に1位から8卸
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2-2区の概要 ｜

( 1）位置・人口

目黒区は武藤野台地の東端に位置レ、目黒川などの崖線｛がいせん円に残る緑地を通じて自

然豊かな奥多摩などの郊外の緑地とのつな

がりを見ることができます。東京23区

南西部に位置しており、北は渋谷区、東はお

川区、西は世田谷区、南は大田区に接レてい

ます。目黒区総合庁舎の位置は、北緯35度

38分、東経 139度41分です。

面積は、 14.70kiltで、東京23区の2.4%

に当たり、 23区中 16番目の広さです。

人口は、 267.379人、 148.794世帯 園2-1 一守l鐙 Jll 

目黒区を流れる川R
(2014（平成26）年 1月 1日現在住民記録）

で、人口密度は、 1knf当たり 18.189人です。区では、 2013（平成25）年度住民基本台帳

Jてースで、 2015（平成27)年をピークに人ロヵt減少iこ転じると予測レています。

区の地形i手、武蔵野台地を南北！こ切れ込むように東側！こ目黒川、西側に香川が流れ、目黒

川の北東側は「淀橋台」、香川の南西側は「荏原台J、この二つの聞は「目黒台」と昭ばれて

います。二つの川が台地を入り込むように刻み、坂の多いことが特徴となっています。

目黒区には目黒川、立会川、香川が流れ、それぞれに支流を持ち、いすれち東京湾にそそ

ぐ苅川です。区内の川の多くは下水道の幹線とレて整備され、上部は緑道などとなっていま

す。水面が見えるのは太橋から下流の目黒)IIと、緑が丘3丁目の香川の一部で、東京湾の生

態系とつながっています．また、目黒川水

系には、蛇崩川、北沢川、鳥山川などがあ 茜

り、世田谷区、目黒区、昆川区を流れてい 曹

ます。

湧水は、目黒川をはさんだ雨側の台地の

崖（がけ｝などに見られましだが、今では多

くが結れてしまいました．池は、かつて農

業用のだめ池だった碑文谷公園弁天池や

清水池公園の清水池のほか、駒場野公園

N
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東
北
｝

淀4書台

図2-2 目黒区の地層R

｛大池｝や東京大学駒場Iキャンパス内の一二郎池（いちにろういけ｝、東京工業大学大岡山キャ

ンパス内のひょうだん池などがあります。

国 2-3 !l横線かも見定目黒区の起伏R
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(2）歴史

目黒区は、旧石器時代から人

がすんでいたとされています。

縄文時代になると大規模な集漕

があっだことが遺跡の調査によ

り確認されています。東山員塚

の遺跡では、ハマグリ・アサリ・

ツメタガイ・ヤマトシジミミなど

の貝殻や、クロダイ・アジ・フ

グ・コイなどの魚の骨、イノシ

シ・シカ・イルカなど動物の骨

も発見され、自然の恵みを受け

ていたことがわかります．

図2-6縄文時代の東山遺跡付近の想橡園R

目黒の名は、鎌窟幕府の公的記録に武鷲武士「目黒Jと記載されていますが、地名の由来

は定かではありません。江戸時代には、江戸に生鮮野菜などを供給する近郊農村として発展

し、太根やナス、ウリなどを江戸ヘ出荷レだことが記録されています。また、目黒不動尊な

ど目黒三社内ま「目黒詣（もうで｝」とレて江戸庶民で賑わう行楽地でレた。

m軍の鷹｛だか｝狩り畿の爆とレても有名になり、そのひとつだっだ当時の駒湯野は、人の背

丈ほどもある笹が一面に生え、ところどころに松林が茂る広大な武蔵野の原野で、キジやウ

ズラなどの烏をはじめイノシシ、ウサギなどが多く生息していだといわれています。

明治以降ち野菜栽培は盛んで、「目黒のタケノコJとレて有名になった警のタケノコに始ま

り、夏はナス、マクワウリ、キュウリ、トマト、スイ力、棋は大根、ネギ、冬は譲物という

ように、畑を刻率よく利用レだ輪作が行われまレた。しかし、昭和以降、東京都111＼の発展に

伴い市街化が進み、駅を中山に竹林や畑が宅地へと変わってゆきました。 1932（昭和初年、

目黒町と硯裳（ひぷすま）町が合併レて目黒区が誕生レまレ定。瀧泉寺｛目黒不動｝、円融寺など

の古くからある寺や東京大学、東京工業大学などの文教施設も多く、歴史に彩られ、文化の

譲りを感じるまちとなっているほか、自由がEや、学芸大学、申目黒などの個性豊かな商店

街が広がるまちとなっています。すみやすいまちとレての人気ち高く、まちかどの隅々まで

みどりや穏を見かけます。住宅地が広がる目黒では、日ごろから身近な揚所でいきものとの

,5，れあいがあります。

写真東山上空から、目黒川と目黒天空庭園繊を見る｛右手品川区を経て東京湾に至る）
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2-3めぐろの嵐長 ｜

(1）むかし見たいきちのたち

区の行ったいきもの調査から、むかしの目黒区の風景を想像することおRできます。

表 2-2 むかし見たいきちの調査内

時代と揚所 いきものの記憶｛いきちのの名称は原文で記載しています｝

大正末から昭和6、7 ・苅岸は佳い粘土岩の崖！こなっていて、蟹（力二｝が穴から出てきた．
年くらい（1920年

・浅い流れの砂地には、丸い輔があり、鋸るとシジミが出てきだ．
代）までの思い出．苔
川篇橋のすぐ億らの ・東工大の令のグランドは原っぱで、キチキチバッタが音をたてて、飛び跳ねた。

家（緑が丘在住自然通 ・川べりには、オハグロトンボと啄んでい廷トンボが無数にいて、舞っていた．
1言員畿｝ ・夕方はカナカナゼミの大合唱で蛍も飛んでいた．フクロウの崎声を耳にした。

・緑が丘駅に行く道は、左右ほとんど野原で、兎を見かけだ．

・香川には八つ自鰻がいて、自のくすりになると取りにきていたレ、普通の鰻ち樗

の下のよどみで捕らえている人ちいた。

・カブトムシ、それにあの美レいタマムシ、ミズスマシ、ゲンゴロウもい足。

小学生｛戦前・ 1940 ・戦前の目黒川で、ハゼ、フナを釣った、川がきれいでないので食べなかった。
年代｝申霊橋伺近 ・なべころ坂の上にガスタンクがあり、キジを撃ちに行った。

小学生｛戦前・ 1940 ・七夕かざりや、お盆のときのお供え物はマコモ｛水辺の植物）で橿って目黒川に流
年代）田楽橋付近 した．

小学生｛戦前・1940 ・粘主をとって遊んだ。川の周りは畑で、肥溜｛こえだ｝めが多かった。
年代｝蛇崩Jll ・肥溜めに港ちてしまった時は、家に帰ると叱られるので、近くの湧水力守でるとこ

ろで体を洗った。

小学生｛戦前・ 1940 ・船入場畿は子どもの遊び場で、引き潮の時聞は膝下まで泥に浸かるくらいの深さ
年代｝中目黒周辺 で「ザリガニ約りJをした。

・生活用の水は、水道と井戸水の両方を使っていた．
・し尿の浪み取りと生ごみを引き取ってくれる人が大八車で来た。

小学生｛戦前・ 1940 ・目黒川が洪水を起こした後は、「ナマズJや「コイJがだくさんとれ足。
年代｝目黒川船入場 ・染物匡さんが「友禅流しJをしていたのはよく見た。

・「水車Jがあっだかどうかは覚えていない。

1950年ころ。東京工 ・庭偶の里ザクラの焼木杭からやっと育った枝で玉虫が三年ほど育って、毎年一、
業大学大岡山キャン 二匹は患子の愛用物となった。
パス伺近｛大岡山在住
自然通信員｝ ・群れを成して飛んでいた「コジュケイム柿の木には百舌（モズ〉の麓（にえ｝織が

見つかり、社鵠〈ホトトギス｝の声も聞かれた。

・土の中には土龍〈モグラ〉ちいて闘い犬が時折捕らえては遊んでいた。

・ホタル＝1954（昭和29）年、スズふシ、ガチャガチャ＝1955（昭和30）年、
銀ヤンマ＝1984（昭和59）年...・..0 

小申学生時代（1950 ・申目黒八幡神社の、裏手の椋の茂みにはアオダイショウが、池の周りにはヤマ
年代）申目嬬八幡神社

カガシカ鳴尽すがたを見世た。
と正覚寺のほぼ中間
伺近（中目黒在住自然 ・シラカシやイチジクにはコクワガタ、ノコギリクワガタ、ミヤマカミキリなど

通信員） が樹渡に集まり、ゴマダラカミミキリ、シロスジカミキリなども灯火をめがけて

議f
飛来。外灯！こはドウガネブイブイがたくさん集まり、祖母はコフキコガネや力

ナプンなどをきめて、これをコウタムシと噂んでいだ。

・私にとって境内最高の獲物はヒゲコメツキの才ス（1954（昭和29）年）。襟首に

藩ちてきたのを払い落としたので片方のヒゲ（触角）が切れてしまい、繕しくちあ
ヒゲコメツキ り悲レくちあった。
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(2）私たちの原風崇

目黒区には、駒湯野、向原、月光原など、かつて武蔵野台地の一角で原野が広がっていた

ことを思い出させる地名が残されています。江戸から昭和にかけて獲る絵図には、原野や農

村が広がるようすわ噛かれたものがあります。また、昭和以降になると写真ち議されており、

これらの風景は、めぐろの原風景｛私だちの原風景｝ともいえるものです。

資料からは、かつての地域のいきものやいきものがすんでいた環境を垣間見ることができ

ます。

骨・噌揖1

図2-7 総見積から見た駒蝿野の島最． 図2-8目黒碑裳柑より祐天の森を望む。 1898（明治
江戸名所図会駒揚野Rより 31｝年ころの恩憲．東京近知名所国会食より

函2-9 1909（明治42)年の舌Jll柑近の地図自 国2-10 1929 （昭和4）年の香川紺近の地図円

氷色の部分は水田等の農耕地を示す 目黒区誕生のころ、鉄道t｝般かれ住宅地の区
画整理カ唾むようす．水田等の膿耕地が減少
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調文谷警軍需署前の目黒通り｛昭和初期）

目黒本町柑近の立会HI（昭和20年代）

般道開通前後、柿の本語紺近の竹やt京
と東横線の工事｛昭和初めころ｝

明治末期の八雲紺近の田園属景（1912（明治45）年ころ｝

碑文谷公園弁天池倍近の風崇｛昭和初期）

府立高等学校予定地｛その後の都立大学｝から見た富士山

(1930（昭和5）年ころ）

写真接されている写真から見る目黒区のむかしのようす円

13 



(3）今に伝えられている風景・新レい風崇

現在の目黒区の風景には、住宅地！こ残されだみどり、社寺や公園など｛こむかレから残る森、

川や池などかつての目黒を思い起こさせる風崇がある一方、都市化によって新レく生まれた

風最もあります。ここでは、区民から寄せられだ自然のニュースなどを基に、いきもののす

む特徴的な8つの環境をfめぐろの風愚Jとして示します。

0庭のある風景

0小さな水辺の鳳景

0屋敷称や鎮守の森、学校の森の風景

0草はらの風景

14 

庭の木々やベランダの鉢植え、道路沿いの生け

垣や稽撞など、多犠なみどりの広がる住宅地です。

多種類の植物や、モザイク状に点在する緑地が褒

化に富んだf主jの場所をつくり、多様ないきもの

がみられます。

【具体倒〕目黒区全誠に広がっています。

公園や校庭、庭｛こは、いきちのがすむ小さな池

がつくられています．都市の中では少なくなった

このような揚所には、水辺を求めてトンボなどの

水生昆虫が飛来レています．ピオトープ濃の池は

これまでにはなかった目黒区の新しい恩景です。

｛具体例〕学校や公園のピ才トーブj也、庭の中に

ある池

住宅地の申に点在~る樹赫で、古くから伝わ

る匡慰林や、鎮守の森といわれた神社の森、お

寺の謀、公園や学校の森など、地繊のいきもの

の生息拠点となっている樹称です。

【具体側】駒場公園、構文谷鈴圏、中棋公園、

すすめのお宿緑地公園、宮野古民家自黙圏、各

学授の森、各地の社寺など

大きな公園の圏諸治いや校庭周辺、線諮脇の

土手などに見られる原っぱ、学校の野草や雑草

圏、芝生の校庭などです。

【具体例】申目黒公園、東京大学駒場Iキャン

パス、東京工業大学穴岡山キャンパス、碑文谷

公園、線路の土手など



人の手が入ることによって保ち、伝えられる

綿や田んぼ、畑の風景です。雑木林はクヌギや

コナラなどの林で、伐採による更新作業が繰り

返される中で、スミレなどの野草が芽生えます。

畑はわすかに残ります。水田は里山減の環境とし

てここ！こさめます。

【具体例】駒場野公園、菅刈公園、区民キャン

パス公園、各地の生産緑地※など

大規様な緑地のある地域で、穴学や研究所な

どに鳴る大きな樹称、目黒JIUこ沿っ定崖！こ連続

して見られる樹林などです。区内のみどりの拠

点となっています。林業試験場跡地の林試の森

公園は多種類の樹木があり、他とは遣った環債

を形成レています．

【具体例〕都立称試の森公園、都立駒沢オリン

ピック公園、東京大学駒揖Iキャンパス、東京

工業大学大岡山キャンパスなど

かつて農業用に使われていだ碑文谷公園弁

天池や清水池、海とつながっている目黒川や吾

川の下流の風景です。目黒川には東京湾からボ

ラ、アユやハゼ類などの魚が遡上してきでいま

す。

【具体例〕碑文谷公園弁天池、清水池、白黒川、

香川｛織がfi3丁目より下流）など

都市の申で建物の屋上やベランダ、壁面の

緑化、商店街でのフラワーポットの設置等、目

黒区の新しい畠景です。緑｛じされた屋上には、

チョウやバッタ等の昆虫や野鳥カ常飛来するよ

うになっています。

【具体制】目黒＋五庭灘、目黒天空庭園※など
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0雑木綜や畑・水田の風景

JJl... 

0都市の森の風景

0広がりのある水辺の風景

0新レいみどりの風崇



(4）自然のすカ党
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図2-11 いきちのの暮ら習場所目黒Jlllm誠¢控!II命源流部近く、駒場野公園と東京大学駒場Iキャンパスの聞に見られる

谷戸｛やω織の地形の断面と、そこに見られるいきちのを駒場野自然クラブ匂渇濯互角を多者！こ示したものです。いきものは種ごと

！こ特有な生活スタイル沿海るなど、それぞ才准忠生育にふさわu，浬鵬¢海件を持っています
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0みどりのようす

目黒区では、住宅地内の庭などに小面積の緑地

がモザイク状に広がっており、その中！こ公園等の

まとまった緑地、社寺称※等が点在しています。

2003（平成 15）年度実施の緑の実態調査では、

緑被率的立 17.1%で、緑被のうち樹木に震われて

いる部分が87%と多いことが精微です。また、緑

被の約60%が民有地にあります。

樹木の本裁は 26.947本、樹木の種裁は 223

種で、内訳は街路樹が2.923本、その他の樹木（地

上 1.5mで幹の直径が20αn以上の樹木カ常す象｝が

24.024本です。

樹木本恕の多い敵地は、東京大学駒場Iキャン

パス｛七140本）、駒場公園（692本）、都立称試の

森公園（484本）などです。

また、みどりの条例※により、保権樹木536本、

保存樹林26箇所（8.6ha}、保寄生け垣64箇所

2.5kmが指定（2014（平成26）年 1月 1日現包さ

れ、民有地の樹木の保全が図られています．

《本叡の多い樹種》 R

【凡例1

0 20%以よ

D11s～20% 

亡ゴ10～15%

仁コ10%未清

西宮匹地区

北海地区

国 2-12住区繊別館被率R

〈街路樹〉

1位イチョウ

くその他〉

2位サクラ

3位モミミジパフウ

4位ハナミズキ
5位 トウカエデ

1,543本

984本

719本

441本

409本

録敏でないところ
8之.93

1位スダジイ

2位サクラ

3位ケヤキ
4位イチョウ

5位ヒマラヤスギ

4,745本

3.478本

1.974::2ド
1,598本

1,220本

術水被窃勉 14.91

ゐT・11!11.87
陵地023

昆主緑化o.oe
(%) 

E語玩l

叩蹴28~蛾斜‘ヤ均一仁三 03.1 
・．
・．
、

・・ ・・・・ ・・．． ．．．． ．．．． ．．．． ．．．・・ ・・・・ ・・．． ．．．． ．．．． ．．．．．．・．． ．．．．

公•2s.s 泊施20,8

図 2-13 目黒区の主地利用区分別の練被の構成R
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0目黒区いきもの住民台帳※｛目黒区の動植物リスト）

区内で見られる野生動植物について、自然環携調査や区民参加調査、文献調査などを行い、

種名のリストとレて集計レだものがfいきちの住民台帳判（動植物目録）です。

fいきちの住民台帳Jによると、区内で確認されているいをきちのは2.956種です．市街化が

進んだ都会でありながら、まだ数多くのいきものか嘗らしていることがわかります。これは、

住宅地や公園のみどり、目黒川などの水辺など多織な環境があるほか、自然通信員桜等の区民

による継続レた観察の記録｛区民による身近な生物調査滋等｝が区に集約されているためです。

自然通信員には2013（平成25）年混在約七代治世帯が登録レています。

園や東京都は、絶滅のおそれのある野生生物の種についてリスト（レッドリスト判を作成レ

公表していますが、区内には、このような希少ないきちのも生息しています．一方、ワカケ

ホンセイインコやミシシッピ｝アカミミガメ、アカポシゴマダラ（チョウ）などの外来生物桜ち

生息しています。

表 2-3 目黒区の動植物種鯨（21α渇｛平成21）年3月までのいきもの住民台帳Rを集計｝

区 絶湿のおそれのある稲等盟
内 東 京 都 園
確

野 ’色 I絶 I絶 舗 調E 情 I絶 I絶 絶回 絶 冒 合
分類

宿 生 I II 
All s• II II 飽 報 Ail s• n• 

類
＝ー

憲

歯車 絶 類 危 危 危 類 危 危
不 危 危 類 危• 類倶 類慎 電 計 類慎 類倶定’ • 倶 倶 倶 定 倶

．稽 物 1.361 ア 1 3 11 7 1 忽3 3 

・ きのこ鎖 258 1 

• c商事L望書 8 1 1 

・ ’‘
鎖 170 3 10 8 19 6 4 広〉 2 6 

· ~虫鎖 12 2 3 2 1 9 

・両生類 8 2 3 1 6 

．魚 類 31 2 1 1 3 7 1 1 

・ クモ鎖 118 2 2 

・昆虫鍍 990 ア 3 7 4 9 16 7 3 56 1 

合計 2.956 17 7 20 21 44 32 13 7 161 5 10 

注1 確認種鍛は、過去の記録もきんでいます。種には、亜種や品種等ちさきまれています

達2 東京都と園（日本｝の両方の指定のある種ちあります

0区民による身近な生物調査

特
定

電車 情 外
合

絶
報

来

宣車 生

危
不 物

計 II! 
倶 定

5 8 2 

1 2 

ア 1 17 

2 

1 

1 3 3 

4 1 6 

18 5 39 8 

身近な自然のようすやその変化を知るために、区民の参加で身近ないきものを調べていま

す。重参加者は、自然通信員として区に登録レます。自黙通信員は主にツバメやタンポポなど

区民に親しまれ観察のレやすいものや、温暖化などの環境の褒化を把揮しやすいものを観察

レ、区に報告レています。

表2-4 区民による身近な宝物調査の指標種の倒

2・所 継続してみんなで調べる指標糧の倒

庭や公園等
カネタタキ、アカポシゴマダラ‘ヒキ刀工Jレ‘トカゲ類、ヤモリ、

つグイス（初音｝、シジュワカラ（鎌精）．スズメ

小さな水辺 シ;;J"カラトンボ類、赤トンボ、ヒキガエルの産卵する~

ヒナを湾てあシジコウカラ
屋 強 林 カントワタンポポ、クワガタ類‘ナ刀サキアゲハ

草 は ら スギナ、ススキ、ハギ、シロチョつ類、方ジブパッタ

雑 木 林 タチツボスミレ、アエヲスジアゲハ、ヘピ重量

大きな録地 セミ類、 yョロつグモ．コゲラ.;;J"ナガ

Jll や 池 ザギ頬．ユリカモメ、カモ領．ツパメ
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図2-15：：；；ヲンブバッタを見定

揚所 (2010（平成22)年調査より）

図2-14ウグイスd湘｝琶を聞い定

損所出）13 押~25)年調査より）庭のコヲンプパッタ

表2-6東京穴学駒場Iキャ

ンパスの植物10遺R

ヒメウズ

カントウタンポポ

シロパナタジポポ

タチツボスミレ

マルパスミレ

セリパヒエンソウ

シロパナヒガンバナ

ソメイヨシノ

イチョウ

ウメ

表2-5目黒区の甲虫10選R《区・地減の特徴的な種》

3

－4
一5

2 

6
一7
8

－9
一
旬

アコヲオサムシ

ヒラタクワガタ

ドウガネブイブイ

タマふシ

ユミアシゴミムシダマシ

クロii¥シクチキムシ

ベ二パハナカミキリ

トラフ刀ミキリ

アカガネサルハムシ

シロコブゾウムシ

1 

2

＝。一
4

一5
－e
一7
8 

9
一
旬

大学構内に咲く
シロパナタンポポ

《近年、区内で初めて霊録されだ種｛猿枠｝》

位α英》....2013年！こ回煎区で新たむ観照された纏から選拘

きのこ類

組物

昆虫

ii¥ウネンタケ、トキイロヒラタケ、ミヤマシメジ、テングタケ

タシロラン

ア＇.！＇モンイトトンボ、ヒメアカネ

ヒゲシロスズ、つスイロザサキリ、イナコモドキ、ツチイナゴ

トガリヨコバイ、フタモンmシカメムシ

コアトワアオゴミムシ、コルリアトキリゴミミふシ｛外来種｝、

コヲコオクロコガネ、つパタマふシ、ノハラポタル｛外来倍、ラミーカミミネリ

クスオピホソガ、セミミヤドリガ、ヒメツパメアコヲシャク

ホソコオチョウ｛外来幡、クロマダラソテツシジミミR

ハナガメ｛外来樹、ヒパカリ

＇.！＇カメイジコ｛外来冊、コマドリ、ヤプヲメ

はじめまして、めぐろ

トンボ類

パッタ聖書

1Jメムシ等

甲虫類

ガ怨

チョウ類

表2-7

ラミーカミミキリ

限虫類

烏類

《目黒区で発見されだ新種R》

はじめまして、世界

和名 工ドクロツヤチピカスミミカメ

大きさが2.5~ミリ程度のカメ心シで、 2013年6月！こ東京大学院渇Iキャンパスのアカメガシワ
の穏で研究グループが採集し、新種であることが分かりをました．学名は、発見燭所からコマパヌヌ

とつりられまじた．都市fむの進んだ目黒区ですが、まだ自然の獲る大学織内で生き残ってきたとさ

えられています｛写真w.都市で句、地道な務査を継続することの穴切Eきが示ミされています．

表2-8
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(5）区民の活動

O 公園等での活動の倒

駒場野・嘗刈・中目黒・5理文谷・東山の各公園、目黒天空庭園※では、現在 17の公園活動聾録

団体※が園芸や健康づくり、いきちのの生息環境の保全などの活動をレています。また公園や

緑道の桔壇では、 89団体のグリ｝ンクラブ※が活動しています。駒場野公園では、駒場野自

然クラブ※や地域団体等の参加で、雑木林※等の里山※管理が継続されています。

0地繊の活動の倒

こまぱリサイクルの会判志、駒場野公園を拠点とレて2α）3（平成15）年から潜ち禁や生ご

みのリサイクルによる擢肥をつくる活動をレています。活動には PTAち参加レ、でき定地

肥は公圏内の『キッチンガーデン刊で利用し、野猿づくりにち取り組んでいます．

自由がE商店街ではまちのみどりを増やレていくために民間企業や商店主と協力して、屋

上の緑化や自動販売機の上部の緑化などf自由が丘森林化計画策Jを挺進しています。まだ、吸

蜜（きゅうみつ｝植物※を植えたプランタ一等の設置を進めながらピルの屋上で聾蜂を行い、そ

の蜂蜜を利用レだ自由がEオリジナルスイーツを販売するf丘ぱちプロジェクトJち行ってい

ます。ミツバチの受粉により木々を実らせるなど、いきもののつながりをまち全体に広げた

総合的な緑化の取り組みとなっています。

公園まつり｛碑文谷公園・曹刈公園｝ ブドウの栽培｛目黒天空庭園｝

まちかどの緑化活動（自由が印 有機稿培の活動｛中目黒公園｝ 在来種減回復活動｛東山公園｝

ホタルのすめる環境づくり

（駒掲野公圏）
種から育てる園芸の活動

｛申目黒公直面

雄肥づくりの活動（駒煽）

写真訟圏や地携での取り組み倒
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0学校の活動の例

小中学校では、自然宿泊体験教室、環境教育、食育楽、伝統文化芸能等の学習、エコスクー

ル町屋上緑他、みどりのカーテンヘ港ち禁だめやピコヲトープ※活動、太陽光発電施設の導入、

環境学習のための施設整備等｝などの取り組みを推進レています。また、環境負荷の僅減、地

域に根ざレた活動を行う「学校版めぐろグリーンアクションプログラム町を推進レています。

ピオトープは 21の区立小学校と幼稚園に設置され、いきちのとふれあい、自然の大切さ

を学ぶ煽所として活用されています。

0事業所（企業）が取り組む活動の倒R

倒 1 企業｛建設業）による自然調査への取り組み。目黒区総合庁舎屋上庭園でキジバト、メ

ジ口、ハクセキレイ、ツグミ、ジョウピタキ、力ワラヒラ等を確認．

倒2 企業｛情報処理機器等リース業）による社会貢献活動。子どちたちに自然や生きものの

大切さを伝えるだめ、ピオト｝プづくりを通じだ環鏡教育プログラムに取り組む｛目黒

区では下目黒小学校でピオトープ池の再生事業を行いました｝

倒3 企業｛建設業）による自然調査への取り組み。調査苅象の区立公園で絶滅のおそれのあ

る種であるアブノメ｛撞物｝、モズ・ヤマガラ｛鳥類｝、ヒメアカネ（昆虫）を確認しましだ。

倒4 企業｛都市高速道路建設・管理業｝による在来の自然環境再生への取り組み。大橋ジャ

ンクション屋上！こ「おおはし里の社（ちり）」を整備し、動植物の経年表｛じを調査中。

。区民の意識

みどりの量は多く感じていますが、みどりとのふれあいの爆や機会が少ないと感じている

ことがうかがえます。

どちらと

回答滋625
多い やや多い ちいえな

主主由、鋳I!婦などの公共のみどり 37.1 2.4 

慮、生垣などの住宅街のみどり 352 之1

見かける級事聞の沼娘 32 

要fJI.昆!Q等の袋ゃ，Iiき声宅E見聞きする鎌会 3.0 

自然観療できo＊辺や緑地 24.3 2.9 

。% .20% 40% 60% 80% 1α：＞% 

図 2・16 身近な環壊について日ごろ感じていること（自燃やみどりの豊かさについて｝円

f屋上畑Jの活動 パケツで田植え 自分の育てたい野架やピオトープ活動で泥 屋上の水辺
（鶴小学樹 ｛不動小学枝｝ 絡を栽培守るfマイ損

を運ぶ｛下目黒小学校｝ ｛おおはし里の社｝
阻j活動｛宮前小学綬｝

写真学綬の殴り組み倒 写真企業の取り組み倒
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